
























は黙阿弥の化猫物の二作『有松染相撲浴衣』 『五十三駅扇宿付』に関して、前者は原作である桃川如燕の講談の有馬の猫騒動物、後者も原作である四世鶴屋南北作『独道中五十三駅』と比較しながら、怪異の質を考えてゆきたい。２、 『有松染相撲浴衣』と桃川如燕『高櫓力士旧猫伝』 『小野
川真実録』























る。もう一人の妾おしがの女中 ちが、正室である奥方を呪詛する人形をでっちあげるが、奥方は見破ってしまう。しかし、 うした謀計が再度重ねられ のではないかと絶望 、お巻は自害する。この時、猫はしきりに主人 自害を止めようとし 猫に話しかける。猫とお巻の深い愛情 交流を丁寧に描き出 て、後の猫の仇討ちに共感させる展開は、原作に 独自のものである。　
ところが、お巻の女中であるお仲は、猫が主人を救えなかった





















































































ためか、浅間家からお暇を出される。一方、浅間家に仕えていた関取小野川も、互角の勝負 末、雷電に負けお暇を出される。おしがは元々小野川を慕っておりながら、殿様のご意向で妾となっていた。このたび 実家に下がった後も小野川を慕う気持ちは変わらず、父小兵衛に口添えをしてもらいながら小野川に求婚する。しかし、小野川 死を決意しているため受けようとしない。思い余ってお がは自決するが、その時の様子が尋常ではなかった事を、父小兵衛は小野川に報告する。　
おしがは猫が恨みを返しにきたと言い、あたりを切払ったうえ
で自殺したという。朝霧らの下女中、リーダー格の岩浪に続いて主人のおしがに憑りつき自殺させるというのは まさに身分 低い者から高い者へと猫の祟りが及んでゆく構図となっている。　『高櫓…』では、お志賀は、お槇の自害の件で有馬家からお暇を出され、小野川に求婚するが身分違いと断られ、異常な精神状態で、 奔し水死する。なお、 『小野川…』 は、おしがにあたる妾が登場しないため、こ くだりはない。　この後に、 『高櫓…』では、有馬家の足軽で放蕩無頼な鳴澤吾助
が、お槇の母お道を殺害して有馬の殿様の奥様からいただ 大金を奪って逃げ、火の見櫓にいた酒飲みの近藤 酒を飲みながら火の見の番をしていると 怪物 襲われ殺害されるくだりがある。『小野川…』でも、有馬の火の見番の鳴澤五助が、お瀧の母を殺害して有馬の殿様の奥様からいただいた大金とお瀧 所持金を奪





























　『高櫓…』においては、鳴澤吾助への襲撃と殺害を皮切りに、毎晩、火の見櫓を見張る足軽たちが怪しいものを見る。 （ 「何やら黑き物の膝の邊を飛廻るを眼を止て能々見ればまた生々しき女の首にて丈なる黒髪を振乱し」 「虛空を飛て二人の方を打見遣り
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張伏て呻き苦しむ」 。さらに「一太刀咽喉の邊を刺通したり かば妖猫は手足を縮め煩悶つゝギャッと叫びて斃れ」 、小野川 化猫を退治した。　
一方、 『小野川…』では、小野川は雷電に負け有馬家を暇となっ
たままで、足軽たちの話 聞いて火の見櫓に上げてもらい妖怪変化を倒そうとする。青山辺に火事が見え盤木を鳴らしてしまい、




た。有馬の火の見下に行くと、 「全身眞白なる猫」が出現し、 「飛掛かる其の勢い猛虎 如」く小野川を襲うが、小野川は「後ろの足を一本切った」 。小野川が勢い余って転んだ所へ、 「猫は上に飛び掛つて來る途端に突出したる水引清五郎の竹槍に体を交はして飛退うといふ時又も横合から突出だした勇蔵の竹槍怪力の爲めに脇腹より左りの前足のつけねまで突通され流石 猛き怪猫もギャァッとばかりに一聲叫ぶを小野川喜三郎が起上がつてエイといつて切り下げたれば全身勞れ 猫の事ゆゑ遂に其の塲へドウと倒れて息絶へ」た。３、 『五十三駅扇宿付』と四世鶴屋南北『独道中五十三駅』　『東海道中膝栗毛』の影響を受けて成立したと言われる『独道中五十三駅』に比し 、 『五十三駅扇宿付』は、場面と人物を焦点を絞って怪異を描いている。 『独道中五十三駅』はそ 構想から




解説、服部幸雄）ため名所巡りに主眼がある。一方、 『五十三駅扇宿付』は きっちりし ストーリー構成を行い、ストーリーや人物の軸を作ってまとめている。 （以下、 『…扇宿付』 独道中…』と略して表記する。 ）　『…扇宿付』の化猫が登場する三幕目は、 『独道中…』では猫石の精が登場する四幕目「岡部宿松並木の場／鞠子在古寺の場／同　猫石怪異の場」であり（岡部宿は現在の静岡県藤枝市岡部町、
鞠子宿は現在の現在の静岡県静岡市駿河区丸子） 、 通称 「岡崎の猫と言われるが、実際の舞台は現在の静岡市内の である。現在
の静岡市駿河区丸子と藤枝市岡部町の間には山道があり、そこにある宇津ノ谷峠の途中に猫石と言う石が現存しており、この石を題材にしている。そこで、黙阿弥は舞台を岡崎市の無量寺に設定変更する。　『…扇宿付』は、一幕目にお袖の母お爪が登場し、西川宗三郎と駆け落ちをするくだりがあり、 『独道中…』に登場するお袖の姉お松は登場しない。二 ・五幕目は、一幕目にも登場する平井權八が中心である。遊女と恋仲になり困窮して辻斬りで多くの人 殺害して金品を奪い、処刑された人物で る。猫石の精が 場する三幕目は狩人繁藏を介して四幕目へと続く。一方 六幕目では、宗三郎とお袖が、権八からもらった金を役人からとがめられるが共に猫石の精と戦った行きずりの五百原正作 よ 助けられる。七幕目は、権八の許嫁であった八重梅が、暴れ者久下玄蕃一党にからまれ手ごめにされそうだったのを がやっつけた話である。　このように黙阿弥はストーリーの錯綜する『独道中…』の猫石















古寺にくらが出入りして ることが語られる。その後、宗三郎とお袖がくらと遭遇し、宗三郎は知己を頼りに岡崎に来たがそ 家は断絶して跡形もなく、行く当てもなく困ってい と語る。くらは、二人を 案内する。宗三の知己野崎主膳の母と名の 老婆が留守番をするその古寺は、無量寺という現存する寺であり、
リアリティのある設定となっている。　
一方、 『独道中…』では、お袖が生んだ子の父中野藤助を探して
めぐりあった直後に、昔藤助の家に奉公していたくらと藤助が再会する。体調を悪くしてい お袖 ために、くらは自分の住む所まで道案内をしようとするが、その途次に宿はな 今までなかったはずの古寺にたどりつく。地元に住んでい がら見た事もないという設定から、妖怪が住んでい 幻覚を見せているのではないかと想像がつく。　
その後、 『…扇宿付』では、くらは、宗三郎・お袖とつたをひき



































































































ト正作宗三郎左右よリ切つてかゝる、おつたちよつと立廻る、百姓皆々竹槍を差附ける、是れにて大ドロになり 皆々たぢとして跡へ下がる、老女正面へ逃げてはひる。跡追駈け行かうとす 此時下手張壁を破り、内より吹替の猫出でちよつ 立廻りあつて、よき程 本鐡砲の音して、吹替上手へぱつた 倒れる
　『独道中…』でも、猫石の精は、お袖・藤助の子を抱いたくらと会話する。猫石の精が幼子を寝かしてやると言い、盆踊の歌を歌う 、二匹の猫が歌に合せて立って踊る。　くらは夜がふけるにつれて、すさまじい恐怖を感じる。くらが
寝たと誤解した猫石の精は、 「あんどうを引寄、その内へ顔をさし入る。その形猫に移る。長き舌を出し、 ひちやと油をなめる」 。くらはこの様子を見てしまい、このため、猫石の精はくらを食べてしまう（ 「顔はなまなりの猫 顔になる。 」 「手 出してはりたをし、あちこちをかむ事。 」 ）　
一方、藤助は、くらの母が蘇生したことを疑っている。お袖は











うちにお袖の首なき死が 有り、薄どろにて、くだん 家たひの内より玉生［ （魂しい） ］ふわりとむかふへ飛ゆく事助おどろき、／藤助
　
コリヤ、死りやふのわざにお袖はかわひや。
さすれば今よりおさな子は、親に［ （乳房 ） ］はなれ 泣き死に。○／ト思い入れ。どろに（て）この時上の方のせうじ 内より毛のはへし畜生 手を出し、つめをとぎたてしていにて、赤子をつかみひきこむ。／藤助
　
又もや、こなたに。○／トかけよつ
て障子をけはなす。 内に二やくの ［菊五郎］ 、 くだんの老女にて、 （赤子を）つかみ、これをくろふていにて立ち身。 」　『独道中…』では、お袖の母を名のる猫石の精が、藤助の見ている所でお袖・赤子を次々と襲って食べてしまう。 『…扇宿付』では、くらと雲鐡と赤子が食べられ、 袖は生き残 。つたが行燈の油をなめたの 見てしまい るのは『独道中…』と同じであるが、雲鐡はつたの一味であるにもかかわらず、 の寺変化が出て付近の赤子を食べてしまうので逗留をやめるよう 忠
告したために、つたに食べられてしまう。　
猫石の精が、藤助に自らの出自を語るのはその直後である。こ






























と、猫石の精霊は復活し、松山の死骸とお袖の首を持って、二股の尾の猫の姿となり飛び去る。　『…扇宿付』では、妖猫は、金峰山の奥に生まれ大阪城に住んだ猫であるが 大坂夏の陣の際に父を焼き殺され、徳川への恨みから徳川の本国である三河へ行き、西尾家の老女をかみ殺して化けたという。しかし、徳川へ 恨みを果たす望みがかなわないうちに、正作・宗三、村中 百姓に取り囲まれ切りつけられて 繁蔵に撃たれてしま 『独道中…』では猫石の精は逃げた後再登場することはないが、 『…扇宿付』では、妖猫は、今度は狩人繁藏の所に現れる。　第三幕で妖猫退治の際に登場した狩人繁蔵であるが、第四幕に
はその妻子が登場す 繁蔵は、親類から頼まれて岡崎 行く。付近の農村で赤子が度々消えてしまう事件が起き 詳しく調べてゆくと、法光寺村の古寺に年を経 猫 住ん いて それが赤子をさらって食べるという。もし妖猫を撃ち留めることが き ば人助けになるので、頼まれて行ったと言う。　
繁蔵とお静には二人の娘がいる、庄屋に認められて庄屋の息子
與太郎も預かっている 猟師の松蔵がお静 惚れ る 松蔵女房がやき ち焼きであ 娘が父 帰宅に備えて焚木を拾いに行き一人 谷に落 るなど、きめ細かく物語が構成されている。　
繁蔵が不在でお静が留守居をしている家に、松蔵が仲間と連れ
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